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令和４年 第４回（９月） 筑紫野市議会定例会 

【文教福祉常任委員会 委員長報告】 

 

認定第４号及び認定第５号の２件について、審査の経

過と結果をご報告します。 

まず、『認定第４号 令和３年度筑紫野市奨学資金貸

与事業特別会計歳入歳出決算の認定』の件について、ご

報告いたします。 

執行部から、歳入歳出決算事項別明細書及び関係資料

により事業概要、決算状況等の説明を受けました。 

委員会では、返還を猶予されている方が１０名いるが

その要因は、との質疑があり、執行部からは、おおよそ

が高校在学時に貸与を受け、大学進学時に貸与を受けて

いない方であり在学中のため猶予されている、との答弁

がありました。 

また、一委員から、滞納している方で行方が分からな

い場合は、どのように対応するのかとの質疑があり、執

行部からは、連絡が取れる可能性がある方には毎年アプ

ローチを行っている、との答弁がありました。 

討論はなく、採決の結果、全員一致をもって認定すべき

ものと決しました。 
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次に、『認定第５号 令和３年度筑紫野市介護保険事

業特別会計歳入歳出決算の認定』の件について、ご報告

いたします。 

執行部から、歳入歳出決算事項別明細書及び関係資料

により事業概要、決算状況等の説明を受けました。 

委員会では、施設介護サービス給付費が前年度と比較

し減額しているが理由は、との質疑があり、執行部から

は、施設の利用者が新型コロナウイルス感染症に感染

し、施設を離れ、病院に入院する場合、サービスに係る

費用が発生しないため給付費が減額したと推測してい

る、との答弁がありました。 

また、一委員から、コロナ禍もあり被介護者が増加し

ていると思うが、どのような対策を講じているのか、と

の質疑があり、執行部からは、コロナ禍で活動が制限さ

れている中、介護予防リーフレット、社会資源情報誌、

運動を促進する DVD を作成し、啓発しているが、今後さ

らに広げることができるよう努めたい、との答弁があり

ました。 

討論はなく、採決の結果、全員一致をもって認定すべき

ものと決しました。 

以上、報告を終わります。 
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令和４年 第４回（９月） 筑紫野市議会定例会 

【文教福祉常任委員会 委員長報告】 

 

『認定第７号 令和３年度筑紫地区介護認定審査会事

業特別会計歳入歳出決算の認定』の件について、審査の

経過と結果をご報告します。 

本事業は、筑紫地区介護認定審査会の共同設置に関する

基本協定書の規定により、筑紫地区介護認定審査会の事務

局が令和３年度から２年間、本市に設置されているもので、

令和３年度の歳入歳出決算額の総額は６，１７８万７，８

９９円となっております。 

質疑、討論はなく、採決の結果、全員一致をもって原案

のとおり認定すべきものと決しました。 

以上、報告を終わります。 
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令和４年 第４回（９月） 筑紫野市議会定例会 

【文教福祉常任委員会 委員長報告】 

 

『議案第４６号 令和４年度筑紫野市介護保険事業特

別会計補正予算（第１号）』の件について、審査の経過

と結果をご報告いたします。 

 本予算は、歳入歳出をそれぞれ１億８，１５５万４千円

補正増し、歳入歳出予算額を７２億２８万６千円とするも

のです。 

執行部から、補正の主な内容は、歳出については、介護

給付費準備基金積立金として８，４１４万９千円、国・県

支払基金からの交付金精算に伴う返還金として、国庫支出

金返還金２，４９５万円、県支出金返還金１，９６６万９

千円、社会保険診療報酬支払基金返還金１，０２１万３千

円、予備費として前年度繰越金から介護給付費準備基金積

立金及び補助金返還金分を除いた４，２４８万８千円など

の補正増であり、歳入については、地域支援事業支援交付

金における令和３年度分追加交付金として８４９万２千

円、前年度繰越金として１億７，３０１万８千円の補正増

である、との説明がありました。 

委員会では、前年度繰越金を基金積立金と予備費に回す

際の考え方について質疑があり、執行部からは、基金の積

み立ては、条例に基づき、保険給付に要した費用における

直近３年度分の平均額の１０分の１に相当する額まで行

うものとされており、現在、上限の約６億円のうち５億円

超を積み立て済みであるため、本補正予算により上限に達

するまで基金を積み立て、残りを予備費として計上してい

る、との答弁がありました。 
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 討論はなく、採決の結果、全員一致をもって原案のとお

り可決すべきものと決しました。 

以上、報告を終わります。 
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令和４年 第４回（９月） 筑紫野市議会定例会 

【文教福祉常任委員会 委員長報告】 

 

『請願第１号 教育予算の拡充等に関する請願』の件

について、審査の経過と結果をご報告いたします。 

委員会ではまず、本件に関する現状等について執行部

から、教職員においては、新型コロナウイルス感染症対

策や新学習指導要領、児童生徒１人１台タブレット端末

の整備による新たな学びへの対応など業務が多岐にわた

っており、学級編成では、改正公立義務教育諸学校の学

級編制及び教職員定数の標準に関する法律に基づき、小

学１年生から３年生は１クラス３５人以下、小学４年生

から６年生、また中学１年生から３年生は40人以下で学

級編制を行っているとの説明を受けました。 

また、現在、学校では、児童生徒を取り巻く環境等が

複雑化、多様化しており、少人数学級実施に必要な教職

員定数に改善されれば、より安定した学級運営が行われ

ると考えられることから、教育委員会事務局としても教

職員定数等の充実、改善について、福岡県市長会などに

対して要望している、との説明を受け、審査を行いまし

た。 

意見、討論はなく、採決の結果、全員一致をもって採

択すべきものと決しました。 

以上、報告を終わります。 


